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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール                                                            令和 3年度           にこやかハウス小鹿  

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎朝の申し送りで会社理念、入浴編

の歌、ユニット目標を唱和している。

全職員が目標に達成できるよう努め

ている。夕方には目標の振り返りを

行い翌日いつなげている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍のためお祭りなどは見送りになって

いる。町内の川掃除は参加し交流を図った。 

また、日頃の散歩はしているので近隣の方と

の挨拶はできている。 

 地域の方に、グループホームの存在、事業内容

を知ってもらうのはどうか。 

自治会報に３～4か月に一度程度、記事を載せた

らどうか。例えば認知症の家族との接し方、問題行

動への対応法、事業所の行事紹介など。 

  

 事業所の存在を再度知ってもらう

ために記事を掲載させてもらう事を

検討していく。 

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 昨年は運営推進会議を見送っており、今期

3月から開催している。事故報告やヒヤリハッ

ト、取り組みの状況は報告しているが、今後は

取り組みなどの見学もできればと考えている。 

 専門職に限らず幅広い立場の人に参加を促すこ

とはどうか。外部からの意見を知ることができるの

ではないか。気軽に見学ができるようにしていけば

どうか。 

  

 現在はコロナ禍のため不参加の方

も多いが今後のためにも参加人数を

増やしていく。見学はいつでも対応

する。 

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 連絡を密にとっていないことが現状ではある

ため、今後は積極的に動いていきたいと思っ

ている。 

 報告内容を具体的に決めまとめる、それを定期

的に連絡する体制を整えてみてはどうか。 
  

 今後は参加人数を増やせていける

ことを課題にしご意見をいただいた

ことを纏め報告していく。 

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 夜間は玄関の施錠をしてはいるが

それ以外はしていない。身体拘束の

研修も行っている。特にスピーチロッ

クなどに関しても日頃から意識して

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 虐待が起こらないように研修は

行っている。日々、注意しあえる

状況を作ってはいる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 研修で取り組んではいるもの

の、活用にいたるまではできてい

ないのが現実である。 
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8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族様とは入居前から細やかに

連絡を取っている。不安や要望には

しっかり応えられるようにしている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 1年に 2回、家族面談をしていたがコ

ロナ禍に入りできていない。書面でのや

り取りになっているため、日頃の電話連

絡や LINEでのビデオ電話面会時にお話

をお伺いしたりしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 定期的に家族にはご連絡し、アンケートや電話

でのご意見を伺う。直接にお会いすることもコロナ

禍の状況を見ながら行う。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 週に 1回のリーダー会議、月に 1回の

ユニット会議で意見を出し合っている。紙

ベースからタブレット打ち込みに変更し業

務をスムーズにできるようにしてきてい

る。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年に 2回、個人人事評価制度

が導入されている。評価後のフィ

ードバック面談や随時の相談を

行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 随時に面談に関しても計画を立て 

働きやすい現場にしていく。 
 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 施設内研修は行っているが社

内研修は前年度は行っていな

い。外部研修参加の申し込みは

受け付けている。新人職員には

新人研修は行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 オンライン研修予定でいる。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 前年度は交流する機会に参加

ができなかった。 
      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の生活の中で、介護してあ

げるという考えだけを持つのでは

なく、共に支えあい、喜怒哀楽を

共感、分かち合える関係づくりを

心掛けている。 
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15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 面会は中止にしているため家族、兄弟や友

達と交流を図ることはできていないが、テレビ

電話での面会や窓越し面会、携帯電話を持っ

ている方は家族、友人と自由に電話でお話し

している時間を作られてはいる。 

 面会室を整備して感染予防しながらの面会を増

やす。以前にお住まいだった馴染みの場所をドライ

ブやお散歩兼ねまわってみるのはどうか。家族の

写真、昔の写真、なじみの風景写真をお部屋に飾

ってあげるのはどうか。 

  

 面会に関しては配慮や考慮もしな

がら検討する。馴染みの風景やお写

真といったものは取り入れやすいか

と思うため早めに取り組めるようドラ

イブも検討する。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人の趣味やご意向をなるべく

聞き取り入れている。本人の意思

確認が難しい場合はご家族にも

協力をしていただいている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の生活の中からご本人が何を望んでい

るか、よりよい生活を送ることができるようカン

ファレンスの中で職員と話し合い本人の言葉

を活用しプランを作成している。1か月に 1度

モニタリングもしている。 

 入居前の生活や以前の趣味を家族からヒアリン

グするのはどうか。 

個別に熱心に取り組んでいると思う。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居前の生活や趣味などは入居前にお伺いして

いるため把握しながらも今現在本人が望んでいる

ことを細やかに見つけていく。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個人記録は記録し、毎日の申し送

りでも全職員で共有している。 

気が付いたことはリーダーに提案し、

その後のカンファレンスで話し合い見

直しもしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の様子などの細かい部分に関しても 

記録していきカンファレンスでの見直しも継続でき

るようにしていく。 
 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の施設での取り組みはもちろんではあ

るが、一人一人のご希望やその時々の状況

に合わせ、居心地よく過ごせるよう柔軟に対

応している。 

 マッサージや美容院等を利用して、入居者が必要

なサービスを受けられるようになっている。 
  

 オンライン面会、窓越し面会、電話

での会話なども継続する。 

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 前年度から今年度は喫茶店に行ったり買い

物に行ったりということができていない。時々

食事のテイクアウトをして本人が楽しみに出来

るものを取り入れたりはしている。 

引き続き感染予防はしながらも 

人混みを避け買い物を楽しむのもよいのではない

か。また 学生ボランティアまども視野に入れオンラ

インなどで交流してみたらどうか。 

  
 今後もアイデアを継続し考えてい

く。 

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

2週間に 1度、協力医の往診がある。24

時間の連絡体制は摂れている。またご家

族希望で受診に行かれている方もいる。

専門医の受診が必要な時は主治医の指

示や紹介の下、受診に行く方もいる。  
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22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院時には必要な情報を提供

している。入院後は早期の退院

に向けて相談員と連携を図って

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院した場合、早期にお戻りになれるよう、また

はご本人の状態の把握について関係者との話し

合いは早めに進めていけるよう今後もしていく。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 医療処置を必要としないターミナルケア

については受け入れを行っている。段階

を踏んで変化があるたびにご本人、ご家

族、医師、看護師、職員とともに意識の

確認と共有を図っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人のご様子とともに、職員間での情報穂共

有、ご家族への連絡は密にとっている。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 緊急時のマニュアルは作成されてお

り、研修にも取り組んでいる。また実際に

起きた場合には落ち着いて行動できるよ

ういつでも連絡が取れるようにしている。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年に 2回地震や災害を想定した訓練を行っ

ている。消防署職員の立ち合いもお願いをし

ており訓練や訓練後の評価もしてもらってい

る。 

 被災時に施設が孤立しないよう、複数の情報共

有先とも普段から訓練も共有していければよいの

ではないか。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 計画を立て内容もすべての職員が知ったうえで

訓練をしているが、計画はたてるものの職員には

知らせず、実際に急に起きた形での訓練も検討し

ている。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 プライバシー、プライド等に配慮したその方

の状態に合わせた言葉遣いや対応をしてい

る。カンファレンスでも日頃の言葉遣いについ

ても話し合っている。入浴や排泄の手伝いな

ども同性介助で対応している方もいる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日の基本的なスケジュール

に沿った取り組みをしながらも、

個々のその日の状態に合わせ柔

軟に対応はしている。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 時々、個人の好みも入れながら楽しみ

になるようにしている。また食事前のテー

ブル拭きなどの準備もしてくださる方がお

り、食後の食器拭き等も自前のエプロン

をしてやってくださる方もいる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 朝食と夕食に関しては調理員による家

庭的でカロリー計算された料理を提供し

ている。昼食はおかずのみお弁当を提

供、水分に関しても 1日の水分量をその

方に応じて提供している 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食後、その方に合った口腔ケアのお

手伝いをしている。なるべく自立を促しで

きないところはお手伝いをしている。訪問

歯科医に来ていただいて治療している方

もいる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍で訪問歯科を一時的に中止している期

間もあるため、日常での口腔ケアはきちっと行うよ

うにしている。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 トイレで排泄をするということを大切に

している。ご自分でできない方は定時誘

導をしており、またその方に合った布パ

ンツ、リハビリパンツ、パットなどは使用し

ている。なるべく下剤に頼らず水分や運

動メインに取り組みはしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入浴の拒否がある方はタイミン

グや声の掛け方、人を変えたりし

ている。同性介助の方もいる。き 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 元々の生活習慣も大事にし対

応している。夜間は睡眠がしっか

りとれるよう日中しっかり活動して

いただき夕方からはクールダウン

の時間を作っている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 各階に薬のファイルは置き職員

が把握できるように努めている。

往診時に薬が変更になったりした

場合には薬剤師とも相談し、申し

送りをしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 その方の薬が追加になったり、増減もあるため 

その度、把握ができるように継続する y 
 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 気分転換を兼ね散歩に出たりしている。また

花を育てたりしている方、ハーモニカが趣味の

方、パン食の方、それぞれの趣味嗜好に合わ

せ対応している。お買い物には行くことができ

ていないが得意なことを見つけ家事活動をし

てくださる方もいる。 

 ・役割、趣味についてはしっかりできているのでは

ないか。 

・地域の趣味の会などの人達に参加してもらいなが

ら作品作りをしたり、バザーなどしたりと考えていけ

ればどうか。 

  

役割、趣味嗜好については今まで通

り継続していく。また作品作りなどは 

少しずつ取り組めればと持ってい

る。  
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36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 散歩だけはなるべく行くようにしている。季節

を感じてもらうことが大切にしている。買い物

や、食事に出かけることがコロナ禍になりでき

ていない。 

 ・社内から風景を楽しめる場所へのドライブをして

みるのはどうか。 

・オンラインツアーを利用し旅行気分を味わってもら

うのはどうか。 

  

 車内から風景を楽しめる場所への

ドライブは良いと思う、全員では行け

ないが計画を立てて行けたらと思

う。 

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご自身でお財布を持ち少額を管

理されている方もいる。他は施設

で管理しており、買い物時には所

持して使えるようにはしているが

現在はできていない。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月、職員がご家族あてに手紙を書いてい

るが、入居者の中で書ける方には家族に手紙

を書いていただいている。携帯電話を持って

いる方は自分で電話をかけお話ししている方

もいる。またテレビ電話で面会をしたり、窓越

しに面会される方もいる。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 温度や湿度に気を配っている。

また毎日の清掃と消毒は心掛け

ている。季節を感じられるように

月ごとに皆で手作りの季節の飾り

を作り飾っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なるべく本人の意見を聞き入れ

居心地よく過ごせるようにしてい

るが、ご本人の気持ちを確認でき

ない方もいる。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なるべくご本人が過ごした環境

に近い形でお部屋を家族の協力

の下支援している。また B2B3を

事前に記入していただきそのこと

に基づいて支援している。 
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42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 往診医や看護師と医療面では

相談しながら支援している。必要

であれば受診に行っていただい

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご自分のこれまでの暮らしや習

慣に合った生活ができている方も

いる。帰りたい方もいる中で、職

員は居心地良い環境づくりには

努めている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご自分が使用していた物を持っ

てこられている。テレビや冷蔵

庫、仏壇なども置いている方もい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍になってからはできていない。 

予防しながら楽しめたり出かけるということを 

今後は少しずつやっていきたい 

 殆どできていないが、季節の行事は大事なので

初詣は 1対 1（入居者様、職員）で近くに神社に散

歩しながら出かけた。 

  

新年の行事などは高齢者にとっては

大事なことのように感じているため、

感染予防に努めながら継続したい。  

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お一人お一人にできる役割は持

っていただいている。 

洗濯を畳む、干す、テーブルを拭

く、カーテンの開け閉め、野菜の

皮むき、お盆拭き等。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一日の中で会話をする時間を

必ず作っている  

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 お散歩で挨拶をしたり会話をすることはでき

ているが、外に出れない方もいたりするため 

交流ができる方は決まった方が多くなってい

る。 

 散歩で外出した時に景色動画を撮り、それを見て

もらうなどしてみては。 
  

 景色を見てもらうなどはやっていき

たい。可能な範囲で外に出て空気の

入れ替えや景色の入れ替えも提供

していく。 

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 普段から一つの物事に対して拒否される方

はいるが総合的に見てみるとより良い日々を 

過ごせるようになっていると思う。 

 より良い日々のためにできることを職員が学ぶ機

会を作ったらどうか。また安心している方も多いと

感じているのでそのままより良い日々を職員の方

は演出することも仕事の一環として素晴らしいので

はないかと思う。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

 



事業所名　　　にこやかハウス小鹿

目標達成計画 作成日：　令和　４年　　１月　20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

コロナ禍で地域との交流などができていない。 職員も入居者も感染防止は徹底しながらも
交流できる機会を作る

・地域行事（川掃除等）は職員も入居者も参加
できるようにする。
・人混みは避け、買い物に出るようにする。
・半年に1度、施設内見学を地域の方ができる
ように自治会などと検討する

１２ヶ月

2

3

4

5


